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■ 会議名称 ： 第120回日本解剖学会総会・全国学術集会　第92回日本生理学会大会　合同大会

■ テーマ ： からだのフロンティア　～知る・深める・極める

■ 会　期 ： 2015年(平成27年)3月21日(土)～23日(月)

■ 会　場 ： 神戸国際会議場及び展示場1号館2階

■ 参加者数 ： 約2,500名

■ 解剖学会会頭 ： 河田　光博

■ 生理学会大会長 ： 岡村　康司

■ 組　織 ：

解剖学会副会頭 ： 横山　尚彦

解剖学会副会頭 ： 小野　勝彦

生理学会副大会長 ： 北澤　茂

生理学会副大会長 ： 前田　正信 和歌山県立医科大学 教授　（大学院医学研究科 統合分子生理学）

財務委員長 ： 島田　昌一 大阪大学 教授　（大学院医学系研究科　解剖学講座神経細胞生物学）

解剖学会事務局長 ： 松田　賢一

生理学会事務局長 ： 澤井　元

【プログラム委員】

解剖学会委員長 ： 原田　彰宏

副委員長 ： 寺田　純雄 東京医科歯科大学 教授 （大学院医歯学総合研究科　神経機能形態学）

生理学会委員長 ： 前田　正信 和歌山県立医科大学 教授　（大学院医学研究科 統合分子生理学）

副委員長 ： 金井　好克 大阪大学 教授 （大学院医学系研究科　薬理学講座生体システム薬理学）

生理学会大会顧問 ： 大森　治紀 京都大学 教授（大学院医学系研究科　神経生物学）

■ 開催目的 ：

京都府立医科大学 教授 （大学院医学研究科　解剖学教室　生体構造科学部門）

解剖学会と生理学会はそれぞれ日本で最初と3番目に創設された歴史と伝統ある医学会で
あり、毎年開催される全国的学術集会は基礎医学の研究と教育の発展に長らく別々に貢献
してきました。基礎医学の両輪をなす両学会は、この度「からだのフロンティア 〜 知る・深
める・極める」 というスローガンのもとに合同で学術集会を開催します。両会員が最新の研
究成果を発表・討論し合うシナジー効果によって、基礎医学の流れの上に新しい生命科学
を生みだし、さらには若い研究者、学生の探求心を大いに刺激することを目的としていま
す。この合同開催は2011年3月に初めて行われる予定でしたが、大会直前に東日本大震災
に見舞われたために、実施が見送られ紙上開催に終わりました。今回、阪神淡路大震災か
ら復興を遂げた神戸の地で合同大会開催を実施することは両学会の悲願であります。魅力
的なプログラムを編成して、参加者にとって有意義な学会にするとともに、医学・歯学・看
護・介護などのコメデイカルの幅広い分野において、科学リテラシーの高い医療従事者全
般の育成にも寄与したいと考えております。

京都府立医科大学 教授 （大学院医学研究科　解剖学教室生体機能形態科学部門）

大阪大学 教授 （大学院医学系研究科　解剖学講座細胞生物学）

京都府立医科大学 教授 （大学院医学研究科　生物学教室神経発生生物学部門）

大阪大学 准教授 （大学院医学系研究科　生理学講座統合生理学）

京都府立医科大学 准教授 （大学院医学研究科　解剖学教室生体構造科学部門）

大阪大学 教授 （大学院医学系研究科　生理学講座脳生理学）

大阪大学 教授 （大学院医学系研究科　生理学講座　統合生理学講座）

開催概要
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■ 日程表（予定） ：

解剖学会会頭シンポジウム、プレナリーセッション、

解剖学と外科手術手技研修、シンポジウム、ランチョンセミナー

生理学会大会長シンポジウム、合同日中シンポジウム、

基礎医学者育成MD-PhD学生シンポジウム、

合同若手の会シンポジウム、シンポジウム、一般演題（ポスター）

解剖奨励賞講演、プレナリーセッション、

シンポジウム、ランチョンセミナー

教育プログラム、解剖学会総会、生理学会総会、

合同日韓シンポジウム、合同男女共同参画シンポジウム、

シンポジウム、一般演題（ポスター）

解剖学会会頭シンポジウム、プレナリーセッション、教育プログラム

シンポジウム、ランチョンセミナー

生理学会大会長シンポジウム、合同研究倫理シンポジウム

教育プログラム、シンポジウム、一般演題（ポスター）

■ 主なプログラム ：

（予定）

■ 展示・各種広告・セミナー共催・寄附金を必要とする理由　：

■ 本学会に関するお問合せ先

【大会事務局】

　 《解剖学会事務局》 ： 京都府立医科大学　大学院医学研究科　解剖学教室　生体構造科学部門

〒602-8566　京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465番地

TEL：075-251-5301　FAX：075-251-5306

　 《生理学会事務局》 ： 大阪大学　大学院医学系研究科　生理学講座　統合生理学教室

〒565-0871　大阪府吹田市山田丘2-2

TEL：06-6879-3311　FAX：06-6879-3319


【運営事務局】

日本コンベンションサービス株式会社　関西支社

〒541-0042　大阪市中央区今橋4-4-7　京阪神淀屋橋ビル2階

TEL：06-6221-5933　FAX：06-6221-5938

E-mail：kaibo-seiri2015@convention.co.jp

本大会を開催するにあたり、できるだけ簡素、質素に運営し、経費は参加費収入を主とする所存
でありますが、合同開催による規模の拡大のため、これまでの単独開催のように大学施設や公
共施設を利用した開催が難しく、必要経費をまかなえる状況にはありません。大会の内容を充
実させることにより、参加者数を増やし、研究・教育の成果をあげるためには、各方面からのご支
援ご協力を 仰がざるを得ないのが実情です。つきましては、本大会の趣旨にご賛同いただき、
なにとぞ格段のご配慮を賜りたくお願い申し上げます。

3月23日（月）

午前

午後

午前

午後

午後

解剖学会会頭シンポジウム、生理学会大会長シンポジウム、プレナリーセッション、教育プロ
グラム、公募シンポジウム、学部生シンポジウム（基礎医学研究者育成プログラム）、合同日
中シンポジウム、合同日韓シンポジウム、合同日独シンポジウム、他学会連携シンポジウ
ム、合同若手の会シンポジウム、合同男女共同参画シンポジウム、合同研究倫理シンポジ
ウム、解剖奨励賞講演、解剖学会総会、生理学会総会、解剖学と外科手術手技研修、解
剖シニアクラブ、一般演題（ポスター）、ランチョンセミナー、市民公開講座、など

午前

3月22日（日）

3月21日（土）

開催概要
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主なプログラムの特色

■プレナリーセッション
本セッションは、ノーベル賞受賞候補級の研究者を招待し、ご講演いただく企画です。今回、ご多忙のなか、下記の外国人2人と日
本人3人にご講演いただくことになりました。

Charles Zuker 博士 (米国・コロンビア大学)
様々な分野の最先端技術を縦横に駆使し、これまで未開拓だった味覚情報処理のメカニズムについて次々と驚くような研究報告
を行っています。特に、味蕾の味覚受容細胞に存在する化学受容体を明らかにし、5種類の味物質の刺激がどのように味覚信号を
発生させるのかを明らかにした功績は、嗅覚研究でノーベル賞を受賞したR. Axel 博士とL.Buck 博士の業績に匹敵すると言える
でしょう。

坂野　仁 博士 (東京大学・福井大学)
分子免疫学の分野で抗体遺伝子の仕組みについて画期的な研究をされた後、神経系の研究に移り、分子生物学・遺伝学的手法
を駆使して研究を行っておられます。単一の嗅上皮細胞が単一の嗅覚受容体のみを選択的に発現する遺伝子調節機構、嗅上皮
細胞から中枢神経への軸索投射の分子機構を明らかにし、嗅覚と関連する行動や記憶の神経機構についても重要な発見をされ
ています。

Wolfgang Baumeister 博士 (ドイツ・マックス-プランク研究所)
分子構造生物学の世界的権威で、cryo electron tomography等の最先端可視化技術を用い、細胞・組織内でのマクロタンパク質の
構造やタンパク間相互作用の解析で、画期的な研究を展開されています。

藤吉　好則 博士 (名古屋大学)
極低温電子顕微鏡を自ら開発し、これまで構造解析が困難であったアセチルコリン受容体チャネルやアクアポリンなどの膜機能タ
ンパクの分子構造を高分解能で明らかにし、構造生物学から生理科学への新たな研究の道筋を示されてきました。

大隅　良典 先生 （東京工業大学）
細胞が自己の蛋白質を分解・自食する機構「オートファジー」に関わる遺伝子を世界で最初に同定され、その後も分子メカニズムや
生理学的な機能について成果を挙げられ、2006 年には日本学士院賞を受賞されています。

Zuker博士と坂野博士、Baumeister博士と藤吉博士の講演は、それぞれペアを組む「プレナリーセッション」の形式で行います。これ
により深く活発なセッションを目指しています。

■教育プログラム
解剖学と生理学は基礎医歯学教育の根幹をなしており、保健・福祉系のいわゆるコメデイカルの方々にとっても必須の科目であり
ます。さらに、近年の『根拠に基づく医療』を実践する上で、両学会が協力・連携して基礎医学教育の質をさらに向上させることが
多方面から望まれているところです。
そこで今大会では、大学や専門学校で解剖学・生理学を講義する若い教員を主な対象に、モデル講義や教育講演などの合同教
育プログラムを2日間にわたって行います。

■公募シンポジウム
これまでの年会でも両学会は会員から広く企画を募集し、話題のテーマや目覚ましい展開を遂げる領域を俯瞰できるシンポジウム
を開催してきました。今回は２学会が密に連携してプログラムを作成し、両学会員が提案者で両学会員のシンポジストからなる最先
端のライフサイエンス分野をカバーするような学際的シンポジウムを開催します。

■他学会連携シンポジウム
将来の学会間の連携を視野にいれて、解剖学会・薬理学会・生理学会の基礎医学３学会が連携し、合同シンポジウムを行います。
それ以外にも他学会と連携したシンポジウムを積極的に開催します。

■学部生シンポジウム（基礎医学研究者育成プログラム）
医学部生に早期から基礎医学研究に従事し、将来のリーダ的研究医を育成させるための教育プログラムが文部科学省の支援によ
り実施されています。このMD研究者育成プログラムに参加している４大学（東大、京大、阪大、名大）を中心として、研究を行ってい
る医学部生100名程度を本合同大会に参加して貰い、最先端の研究成果に触れる機会を提供すると共に、自らの研究成果を発表
し、将来の研究医を目指したトレーニングの経験を積んで貰います。

■その他合同シンポジウム
これ以外に、研究倫理や男女共同参画推進など、基礎医学研究と教育をとりまく重要な問題について、両学会が共同で議論を行
う場を設けます。

プログラム概要
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（収 入） （単位　千円）

項　　目 金　　額 摘            要

 自己資金

参加費 25,220 参加費：会員13,000円×1500名、非会員15,000円×300名、博士他5,000円×244名

懇親会参加費 1,950 懇親会会費：一般6,000円×300名、博士・修士：3,000円×50名

 協 賛 金

共催セミナー開催費 7,400 1枠80万円×9社、冠シンポジウム1枠20万×1社

展示出展料 10,000 基礎小間20万円×50枠

広告掲載費（プログラム集広告） 1,630 表4・表3・表2それぞれ1枠、後付10枠、後付1/2：10枠

広告掲載費（HPバナー） 500 10万円×5枠

広告掲載費（アプリバナー） 500 10万円×5枠

 寄 附 金・助 成 金

中内力コンベンション振興財団助成金 1,950

神戸国際観光コンベンション協会 2,000

日本製薬団体連合会 6,000

その他企業 4,000

合　　計 61,150

（支 出）
項　　目 金　　額 摘            要

会場費用 7,000 神戸コンベンションセンター使用料 会期3日間＋準備日1日

会場付帯設備費 4,600 AV設備など

運営準備費 4,000 計画・工程表の作成、打合せなど

講演者招聘費 3,200 米・独からのノーベル賞級著名研究者の招聘など

企業協賛 2,800 趣意書作成、依頼申込、取りまとめ作業など

飲食会合費 5,500 招待者対応、全員交流会費

プログラム編成 1,050 演題登録の問い合わせ対応、座長依頼・打合せ対応

市民公開講座 2,000 市民へのアウトリーチ活動としての公開講座

事前登録関係費 1,250 参加登録者の参加費振込確認と催促連絡など

制作費 6,000 登録用HPの制作、広報用ポスター・プログラム集・アプリ制作など

通信費 1,200 郵送費

運営要員関係費 3,200 会場スタッフ、機材操作者・受付スタッフなどの人件費

機材関係費 5,350 PC一式2セット×9会場、試写・受付事務用PC一式8セット（オペレータ人件費を含む）

看板・ポスタ・展示施工関係費 8,800 吊看板、立看板、誘導板、ポスターパネル、機器展示用ブース（設営費を含む）

業務委託費 1,900 コンベンション業者

会場レイアウト変更費など 380 机、椅子のセッティングと終了後の現状復帰作業

その他 2,600 運営準備のための会議開催経費、交通費など

予備費 320

合　　計 61,150

収支予算概要
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■名称

第120回日本解剖学会総会・全国学術集会　第92回日本生理学会大会　合同大会　寄附金

■募金目標額

400万円

■募集期間

2014年4月から2015年3月31日(火)まで

■寄附金の使途

第120回日本解剖学会総会・全国学術集会 第92回日本生理学会大会 合同大会の事前準備ならびに

当日運営経費に充当

■寄附金の払込方法

下記口座へお振込みください。なお免税上の措置はございません。

銀行名：

支店名：

口座番号：

※合同大会の口座へのお振込みが難しい場合はご連絡ください。

■申込方法

本案内添付の「寄附金申込書」に所定の事項を記載のうえ、下記宛てにFAXまたは郵送にて

お申込みください。

■お問合せ・申込先
第120回日本解剖学会総会・全国学術集会　第92回日本生理学会大会　合同大会　運営事務局

日本コンベンションサービス株式会社　関西支社　担当：伊藤・冨永

〒541-0042　大阪市中央区今橋4-4-7　京阪神淀屋橋ビル2階

TEL：06-6221-5933　FAX：06-6221-5938

E-mail：kaibo-seiri2015@convention.co.jp

第92回日本生理学会大会事務局

〒565-0871 吹田市山田丘2-2

大阪大学医学系研究科　統合生理学内

e-mail: psj92@phys2.med.osaka-u.ac.jp

みずほ銀行
出町支店（587）　普通預金口座
１２３４９９１
第１２０回日本解剖学会総会・全国学術集会・第９２回日本生理学会大会合同大会
ダイ１２０カイニホンカイボウガッカイソウカイ　ゼンコクガクジュツシュウカイ
ダイ９２カイニホンセイリガッカイタイカイゴウドウタイカイ

口座名義(カナ名）：

寄付金に関しましては、本募集要項による方法とは別に、税制の優遇措置を受
けることのできる、公益財団法人大阪腎臓バンクへの寄付の方法もございます。
詳細は以下までお問い合わせください。

寄附金募集要項



寄附金申込書

第120回日本解剖学会総会・全国学術集会　第92回日本生理学会大会　合同大会　運営事務局 宛

　　FAX：06-6221-5938　　　

第120回日本解剖学会総会・全国学術集会 第92回日本生理学会大会 合同大会の趣旨に賛同し、
下記の金額を寄附金として申し込みます。

金 　　　　　　　　　　　  円也

平成　　　年　　　月　　　日

　　　　　所在地・ご住所

　　　　　貴社名・ご芳名

　　　　　取扱部署名

　　　　　取扱ご担当者　

　　　　　　　　　　（役職）

　　　　　　　　　　（お名前）

　　　　　　　　　　（電話番号）

　　　　　　　　　　（E-mail）

支払方法・時期　　

　　　一括払　　　平成　　　年　　　月　　　日頃

　　　分割払

　　　　　　　　　第1回　平成　　　年　　　月　　　日頃　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　第2回　平成　　　年　　　月　　　日頃　　　　　　　　　円

本書は、FAXまたは郵送にて必ずお送り下さいますようお願い申し上げます。

　　　　　　（FAXの場合）  FAX：06-6221-5938

　　　　　　（郵送の場合）　〒541-0042
　　　　　　　　　　　　　　大阪市中央区今橋4-4-7　京阪神淀屋橋ビル2階
　　　　　　　　　　　　　　第120回日本解剖学会総会・全国学術集会 第92回日本生理学会大会
                            合同大会　運営事務局
　　　　　　　　　　　　　　日本コンベンションサービス株式会社　 関西支社　メディカル部
　　　　　　　　　　　　　　担当：伊藤/冨永
　　　　　　　　　　　　　　TEL：06-6221-5933

(〒 ）
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